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Diagonostic imaging by limited cone beam CT (3DX)
A case of condylar process fracture
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　顎関節頭部の骨形態はパノラマエックス線撮影
やパノラマ四分割撮影により観察してきたが，顎
関節頭部の形態を三次元的に詳細に観察するのは
困難であった．またエックス線CTによる三次元
画像での顎関節部の精査は行えるが，放射線被曝
量を考慮すると経時的な観察には適してはいな
い．しかしながら，歯科用小照射野エックス線
CT（㈱モリタ製作所，京都，以下3DX⑧とする）
では，エックス線CTより低被曝量で顎骨内部の
限局した部位を三次元的に把握するのに優れてい
写真］：パノラマエックス線画像では両側顎関節突起部骨折を認め前下内方への小骨片の変位を認める（矢印）．
（2006年10月20日受付；2006年12月20日受理）
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写真2：3　DXt画像｛A：ド顎枝【llりこ部，　Bニド顎枝外側部1では前額断において右側顎関節突起；；1；で小VI’1　’1’の前ド内ノ∫に変fl1：（矢
　　　印a）と水’円祈および矢状断で縦骨折（矢印b），皮質骨の連続を伴う什折を認める（矢印c）．
写真3：：S　DX’．画像〔A：ド顎枝中央部、　Bニド顎枝外側lll9では矢状断においてノll側顎関節突起；『i；で小骨片は1｝llドiJ・1　）iへの変位
　　　〔矢印a）と水’r断で縦骨折（；tlElj　b｝．外側ド方へ変位する骨片を認める（矢印ω．
る［．今回，両側顎関節突起部骨折の1例におい
て3DXパこより観察したのでその両像を供覧す
る．
　患者は25歳の女性であり、両側顎関節突起部骨
折の精査のため2006年6月8Hにエックス線検査
を行った．パノラマエックス線写真において，ド
顎右側小臼歯部のプレート固定を認める．両側顎
関節突起部骨折および内下ノ∫への小骨1→’の偏位を
認める（写真1）．3DX颪による右側下顎頭部の
矢状断，前額断および水’ド断（写真2）では、小
骨片の前下内方に偏位と縦骨折，一部では皮質骨
の連続を伴う若木骨iJi’を認めた（写真2）．左側
ド顎頭部の矢状断，前額断および水’ド断（写真
3）では，小骨片は前ド1勺ノiへの偏fl㌧：と縦骨折お
よび，外側ド方へ偏位する骨ll’をli忍めた．
　顎関節突起部骨折はそのj”後において顎機能に
大きな影響を及ぼし，また続発症として顎関節強
直症を引き起すことが多いのでその診断は取要で
ある／「．顎関節突起部’肖’丁戊『の骨ll’は外側翼突筋の
牽引により前．ド内ノ∫への転1位をおこすことから，
その診断はパノラマエックス検査，後頭前頭方向
撮影などで容易に診断できるとされてきだ1．
　今回の症例ではパノラマエックス線写真では骨
片の前ド内ノ∫への偏位は観察することはできたが
骨片の位置や状態は判然としなかった．その一方
3DXド画像では，任意の断面画像が得られるこ
256 内田他：歯科用小照射野X線CT（3DX＠）画像診断1関節突起部骨折の1例
とにより，パノラマエックス線画像よりも詳細な
骨折線や骨片移動などの骨折局部の観察において
有用であった．
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